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　　　　　　　　　　　　　利部伸　先生が

ア メ リカ化学会ア グ ロ ケ ミカル 研究国際賞を受賞

　岐阜大学教育学部教授，日本農薬学会評議員，日本農薬

学会誌常任編集委員 の 利部伸 三先生 が，2010 年 3 月 22 「｛

に 米国 ・カ リフ ォ ル ニ ア 州 ・サ ン フ ラ ン シ ス コ 市で 開催さ

れた ア メ リカ化学会 （ACS ）第 239回春 の ナ シ ョ ナ ル ミー

テ ィ ン グにお い て ， 本年度の Acs ア グロ ケ ミ カ ル 研究国際

賞を受賞されました．本賞は ， 先生 の ネオニ コ チ ノイ ド系

殺虫剤の 発明 とそ の 後の 基礎的研究に つ い て の 業績に 対し

て 授与 され た もの で す．心 よ りお祝 い 申し上 げ る と と もに，

先生 の こ略歴 と業績に つ い て こ こ に 紹介させ て い た だ きま

す．

　利部先生 は 1946年生，秋田県の こILI身で ， 東北大学理

学部化学科に 進学後，同修士 課程 で トロ ポ ロ ン
ーリン イ リ

ドの 合成と反応 に つ い て 研究 され ま した．そ の 後，ドイ ツ

連邦共和国 Albert−Ludwigs−Universittit　Freiburgの 化学 ・薬学

部 に留学 され ，prinzbach教授 の 指導 の 下，ト リス ーσ一ホ モ

ベ ンゼ ン の 合成研究で ， 1976年に同大学よ り博士号を授与

さ れ て い ます．同大学助手を 2 年間務め られ た後，Bayer

AG 植物防疫研究所研究員を経て ，帰国後，日本特殊農薬

製造 （株）（現 ・バ イ エ ル ク ロ ッ プ サ イエ ン ス （株））で 新

規農薬 の 探索合成研究 に従事 されま した．こ の 間，先生 が

7 年 と い う矧 い 企業 で の 研究生 活 の 中で，ネ オ ニ コ チ ノ イ

ド系 の イ ミ ダ ク ロ プ リ ドと チ ア ク ロ プ リ ドの み な らず ， 殺

菌剤 カ ル プ ロ パ ミ ドと計 3薬剤 も発明 され た こ とに は驚嘆

す る ほ か あ りま せ ん．そ の 後，】986 年 4 月 か ら は 岐阜大学

教育 学部理 科教育講 座 に 移 られ て 現 在 に 至 って お られ ます．

ま た， 1999年 に は University　of　California　at　Bcrkeleyの

Cas｛da教授 の 研究室 に客員研究員 と して 招聘されて い ます．

　天然物殺虫剤で あ るニ コ チ ン は ， 分了内の 高 い 塩某性の

窒素原子が 昆虫体内で プ ロ トン 化す る た め に，作用部位ま

で 到達 し難 く，十分な殺虫効果が 得 られな い こ とか ら，ニ

コ チ ノイ ド構造を持 つ 殺虫剤 の 開発 は不可能 と考 えられて

い ま した．しか し，利部先生 は，窒素原子の 塩基性を減少

さ せ る化合物構造を発想す る こ と に よ り，ニ コ チ ン の 欠点

を克服す る こ と に 成功 し，イ ミダ ク ロ プ リ ドと い う画期的

な殺虫剤を発明 して，ネオ ニ コ チノ イ ド系殺虫剤 の 新時代

を開か れ ま した．さ ら に，そ の作用点で あ るニ コ チ ン 性ア

セ チ ル コ リン 受容体研究の 分野 に も大き な影響をB一え る こ

と とな りま した．そ の 功績 は ，Paul　Maller （ノ
ーベ ル 医学

生理学賞受賞），Gerhard　Schrader，
　 Robert　Mctcalf，　 Michael

Elliott（ウ ル フ 賞農業部門受賞） とい っ た殺虫 剤創製の 偉大

な 先達 と並 び賞さ れ る もの で す．こ の 業績に よ り，先生 は

「ネ オ ニ コ チ ノイ ド系殺虫剤の 父」 と呼ばれ る よ う に な りま

した．

　ネオ ニ コ チ ノ イ ド系殺虫剤 は，優れた 害虫防除効力を備

え る だ け で な く，11甫乳動物に対して 高い 安全性を示 す と い

う，正 に 時代 の 要請 に 即応 した殺虫 剤で あ り，現在世界 の

殺虫剤 マ ーケ ッ トで約 25％ と い う第
一
位の 市場 占有率を

誇 っ て い ます，また本系統薬剤 は優 れ た 植物体内浸透移行

性を示す こ と か ら，水稲 の 育苗箱処理 で 長期 間 の 害 虫 防除

を 冂∫能 に す る とい うユ ニ ーク な生物特性 も保持し ， 農作業
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の 軽減化 に 大き く貢献 して い ます，こ れ らの 業績に対して ，

Otto　Bayer　Medal （1992年）， 全国発明賞 （lg98年），農林

水産大 臣表彰 （2004 年），二 度 の U 本農薬学会業績賞

（1996年 ・1999年）な ど が授与 され て い ます．

　岐阜大学 に 奉職 された後 も，先生 は自ら実験台 に立 ち，

新規化合物 の 探索合成研究 に 日夜邁進 され て き ま した．そ

の成果 は 150 報以上 の 原著論文や総説お よ び特許と な っ て

結実して い ます，特に代表的な業績と して ，  ネ オ ニ コ チ

ノ イ ド分子 の 結晶構造解析 と詳細 な 構造活性相関 データ に

基づ く，受容体結合 モ デル の 提唱，  ネオニ コ チノ イ ドの

光親和姓標識 プ ロ
ーブ の 合成，  ネ オ ニ コ チ ノ イ ドの ニ ト

ロ イ ミノ基や シ ア ノ イ ミノ基が，ニ トロ メ チ レ ン某に比べ

て ，光安定性に 富む こ と の 量子化学的考察，  ビス イ ミダ

ク ロ プ リ ド化合物 の 創製研究などが挙げ られ ます．また
，

先生は 現在 も新規薬理活性基を持 つ ネオニ コ チノ イ ド化合

物の 探索研究に精力的に 取り組まれ て い ます，

　今回の ACS ア グ ロ ケ ミカ ル 研究国際賞の 授賞式 に 引き続

き，Molecular　Designs　of　N 。011icotilloid　Insecticidesと題 され

た 利部先生 の 受賞記念 シ ン ポ ジ ウ ム が，John　Casida，冨澤

元博両先生をオ ーガ ナ イ ザーと して 開催され ま し た．本シ

ンポ ジウ ム は，ネオ ニ コ チ ノ イ ド系殺虫剤の 化学とそ の ター

ゲ ッ トで あ るニ コ チ ン 性受容体 の ケ ミ カ ル バ イ オ ロ ジー
に

焦点をあて，将来の 新規薬剤探索を目的とした多様な話題

を提供す る こ と を 目的に 企画さ れ た もの で す．利部先生 の

基調講演で は，
「
イ ミダ クロ プ リ ドと チ ア クロ プ リド，さ ら

に 抗 い もち病剤カ ル プ ロ パ ミ ドの 3剤すべ て が，1985年 2

月 に合成された こ とは ， 大か らの 贈物で あ っ た」 と述 べ ら

れ，満場の 聴衆に深い感銘を与え られ ました，基調講演の

後，ネ オ ニ コ チ ノ イ ド系殺虫剤 の 代謝経路，抵抗性 発 現 機

構，分 子デ ザ イ ン，結合部位相亘 作用，受容体 薬理学 な ど

に つ い て の 講演 が 日 本を含め 5 力 国の 研究者か ら行 わ れ，

大成功裡 に 終了 しま した，

　先生は野由の 散策を趣味とされ，H ごろ か ら トレ ッ キ ン

グ を楽 しま れ て い ます が ， 「岐 阜城 の あ る金華山に登 られ る

と，何 か新しい ア イ デ ァ が湧い て くる 」 と話 さ れた こ と が

記憶 に 残 っ て い ます．利部研究室で は，山登 りが 恒例行事

と して 組まれて い ました が ， 実験室で は我 々 学生 に有機合

成の 初歩か ら自ら手を下して指導され、噛 登 りの如く， 最

後まで 諦め ず，
一
歩
一
歩研究を着実に 進 め て い くこ との 重

要性一を常 に 説 か れて い ま した．

　 最後 に，こ の 度 の ACS ア グロ ケ ミカ ル研究国際賞の 授賞

は，誠 に 大慶で あ り，岐阜大学利部研究室で 3年聞の 薫陶

を受け た弟子の
一

人と して ， 先生 の 益々 の ご健勝と ご活躍

を お祈り申し 1二げ る と と もに，こ れ か ら も私達後進 の 指導

を希 う もの で す．

　　　　　　　 石原産業株式会社中央研究所　桐山和久
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